





      栗原純一 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
 
題 目   
 
Increased center of pressure trajectory of the finger during precision grip task in stroke  
patients.（脳卒中患者における精密把持動作中の手指圧中心点の軌跡増加） 
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積んだと認められ、博士（保健学）の学位に値するものと判定した。         
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   検査の持つ臨床上の位置づけについて          合・否 
 
   手指の機能的役割について               合・否 
 
    把持における身体中枢機能の影響について        合・否 
 
 
 
